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心咲頭頂 を通る平面 を計測平面 とする｡この平面上 上顎では16mm､下顎では18mm前方の平面 を計測
で､TOとT】の両方の時期に､以下の距離 について 平面 として決定 した｡その平面上で､第一乳臼歯
計測 した (表1)｡計測には､3D-Rugleを利用 した｡ の､歯冠､歯頚､頬舌側歯槽突起､中鼻 甲介､下
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図7 上顎におけるコントロール群と拡大群間の拡大量の比較
上顎のシュワルツの拡大装置は上顎第-大臼歯､上顎第-乳臼歯に対して主に傾斜移動で歯を拡大させた｡ さらに､歯槽
突起､根尖､下鼻甲介に相当する鼻腔側壁をわずかに拡大した｡頬骨､中鼻甲介に相当する鼻腔側壁には影響を及ぼさなか
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図8 拡大群における上下
顎それぞれの第一大
臼歯部の冠状面MPR
画像での模式図
上下シュワルツの装
置により､歯槽突起
の先端部は頬側にヘ
ンドされ､歯も同様
に､頬側に傾斜移動
されたD拡大後を赤
の点線で示す｡拡大
量は成長を含む拡大
群での変化量を表し
た｡
Surface-BasedRegistratIOnを利用した3次元CBCTlmageの重ね合わせとその応用例 (2)
シュワルツの拡大装置をテーマにした論文は､
これまで米国ではあまり見られない印象であった
が､少なくとも同様の論文の投稿を検討している
研究者に対して､一つの指標になればこの上ない｡
さらに､これは上顎に関してではあるが､急速拡
大やクワツド･ヘリックス等の他の拡大装置との
効果を比較検討することも今後の研究テーマとし
て与えられた｡
なお､現状を報告すると､症例数を増やし､上
下シュワルツの拡大装置の効果について､歯､歯
槽骨､歯列弓の形態変化をさらに細かく計測後分
析を行い､あるジャーナルに提出している｡他の
リクエス トの内容については､倫理委員会の承認
を得て､随時進めていているところである｡
結論
結論をまとめると､以下のようになる｡
1MPR画像によって､シュワルツの拡大床装置は､
上下顎の第一大臼歯､上下顎第一乳臼歯に対 し
て､主に傾斜移動によって拡大されたことが認
められた｡ さらに､それは歯槽突起と根尖をわ
ずかに拡大していた｡左右の下顎骨体､頬骨弓､
下顎頭､下顎角部間距離は影響を受けなかった｡
いくつかの症例で､正中口蓋縫合部の拡大はわ
ずかながら認められた｡
2下顎骨の幅はシ.2ワルツの拡大装置によって広
げられなかったが､上顎骨の幅は拡大された (図
4､5)
3.シュワルツの拡大装置による下顎第一大臼歯の
回転中心は歯軸方向の根尖側の2.49mm下方に位
置 していた｡一方､上顎の第一大臼歯の､回転
中心は根尖 (歯軸と舌頬側のそれぞれの根尖およ
び歯軸の交点)より6.31mm上方に位置していた｡
4正中口蓋縫合の離開を予測することはできなか
った｡しかし､正中口蓋縫合の離開を認めた症
例では､鼻腔側壁下部での鼻腔の拡大を認めた｡
まとめ
シュワルツの装置による拡大の特徴は､過去の論
文では､X線セ77ロ写真､歯列模型による評価の
みで､その拡大効果は歯槽骨内に限局し､傾斜主体
であろうと報告されている(Haas,1965,Motoyosh】et
a1.,2002)｡さらに､上顎に比べて､下顎は縫合がな
いために拡大は否定されている (Sandstrometa1.,
1988)｡一方､walterは1962年に､下顎歯列弓の拡
大は可能で､それは永久に維持することが可能で
あると述べている｡
実際､我々は日常診療の中で､図9のように､拡
大後9年以上になるが､リテーナーを使用すること
なく拡大 (シュワルツの装置による拡大後､マルチ
ブラケットシステムによる治療は行われている)が
維持されている症例もあるが､リテーナーを使用
しなければ､拡大後数カ月で､もとに戻ってしま
った症例も経験している｡
また､図10に示すように､成人症例においても
拡大可能で､さらに幅径維持のためのリテーナー
を使用せずに､術後5年間後戻 りを認めない症例も
経験 している｡現在でも､拡大に対 しては賛否両
論あるが､今回の研究は､その答えを導 くために
も､cBCTを用いてより正確に拡大の形態変化を評
価できたと考えている｡
今回の研究より､拡大に対するコンセプトは､拡
大可能 vs不可能や早期治療vs晩期治療だけではな
く､ターゲットにしている拡大部位により､今後変
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わってくる可能性が示唆された｡その部位ごとに適
正時期や力系の検証ができれば､従来とは異なる
議論が展開されるのではないかと推測された｡
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